
序

長
田
豊
臣
先
生
は
、
一
九
六
二
年
に
立
命
館
大
学
文
学
部
西
洋
史
学
専
攻
を
卒
業
さ
れ
、
大
学
院
を
経
て
六
五
年
に
文
学
部
助
手
に
就
任
。
以
降
、
四
〇
年
余

り
に
及
ん
で
立
命
館
大
学
の
教
員
と
し
て
の
道
を
歩
ま
れ
ま
し
た
。
七
〇
年
に
助
教
授
、
七
九
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
九
三
年
に
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得
さ

れ
ま
し
た
。
一
方
、
七
四
年
か
ら
一
年
半
の
期
間
、
ア
メ
リ
カ
学
術
会
議
（A

C
L

S

）
招
聘
研
究
員
と
し
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
客
員
研
究
員
、
八
四
年
か
ら
一

年
間
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
上
級
交
換
教
授
と
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
の
客
員
研
究
員
、
八
八
年
か
ら
一
年
間
、
再
度
、A

C
L

S

か
ら
の

招
聘
研
究
員
と
し
て
米
国
に
滞
在
さ
れ
る
と
い
っ
た
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
三
年
か
ら
は
、
文
学
部
長
を
二
期
四
年
間
に
わ
た
っ
て
つ
と
め
ら
れ
、
そ
の
間
に
、
文
学
部
に
人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
と
い
う
画
期
的
な
、

そ
し
て
学
際
的
・
国
際
的
な
教
学
シ
ス
テ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
は
、
人
文
学
の
柱
で
あ
っ
た
伝
統
的
な
学
問
と
、
現

代
的
・
先
端
的
な
学
問
と
を
併
存
、
競
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
教
育
・
研
究
の
い
っ
そ
う
の
高
度
化
を
は
か
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
折
、
文
学
部
は
一
段
の
飛
躍
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
は
、
研
究
所
な
ど
を
意
味
す
る
「
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
と
い
う
語
は
、
従
来
の
文
学
部
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
と
同
時
に
、
全
学
の

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
使
用
さ
れ
、
今
日
で
は
立
命
館
教
学
の
中
に
し
っ
か
り
と
定
着
し
て
い
ま
す
。
た
え
ず
、
教
育
・
研
究
の
高
度
化
を
追
求
す
る
長

田
先
生
の
姿
勢
は
、
副
総
長
（
九
七
年
）、
総
長
就
任
（
九
九
年
）
の
後
も
持
続
さ
れ
、
先
端
総
合
学
術
研
究
科
の
創
設
、
文
部
科
学
省
の
二
〇
世
紀C

O
E

獲
得

（
四
件
）
な
ど
、
多
方
面
に
お
い
て
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

長
田
先
生
は
、
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
鷹
揚
さ
と
共
に
、
細
か
い
心
づ
か
い
を
有
し
た
人
で
あ
り
ま
す
。
学
部
長
時
代
の
教
授
会
の
運
営
ぶ
り
は
、
す
で
に

「
伝
説
」
化
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
有
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時
に
、
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
自
説
を
述
べ
、
反
対
す
る
人
に
は
容
赦
な
く
論
争
を
挑
み
つ
つ
、
そ
の
反

面
、
相
手
を
思
い
や
る
言
葉
や
態
度
を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
一
見
、
豪
放
磊
落
、
反
面
の
繊
細
さ
と
い
っ
た
幅
と
い
わ
ゆ
る
懐
の

深
さ
の
あ
る
人
柄
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
長
田
先
生
の
複
眼
的
と
も
い
う
べ
き
人
間
へ
の
接
し
方
は
、
ご
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
解
釈
に
も
如
実
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
著
で
あ
る
『
南
北
戦
争
と
国
家
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、
長
田
先
生
は
、
従
来
の
見
方
を
大
胆
に
し
り
ぞ
け
、「
南
部
奴
隷
制

一

序



は
北
部
産
業
資
本
主
義
の
発
展
の
阻
害
要
素
な
ど
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
実
体
は
逆
に
北
部
の
資
本
主
義
的
発
展
を
補
完
し
、
加
速
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
こ
の
視
点
か
ら
「
合
衆
国
の
国
家
機
構
の
整
備
」
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
「
南
北
戦
争
」
の
意
義
を
論
じ
ら
れ
た
の
で
す
。

西
洋
史
（
ア
メ
リ
カ
史
）
学
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
う
し
た
理
解
は
、
実
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
長
田
先
生
の
複
眼
的
な
人
間
観
か
ら
く
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

学
校
法
人
立
命
館
総
長
と
し
て
、
二
期
八
年
間
と
い
う
時
間
は
、
長
田
先
生
に
と
っ
て
も
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
学
校
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
眠
れ
な
い
日
々
が
あ
っ
た
、
と
ご
自
身
も
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
公
務
に
よ
る
出
張
や
学
内
の
諸
会
議
な
ど
か
ら
く
る
多
忙
さ
は
、
想
像
を
絶
す
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
が
、
こ
の
間
、
長
田
先
生
は
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
常
務
理
事
や
文
部
科
学
省
大
学
設
置
学
校
法
人
審
議
会
特
別
委
員
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
諸
機
関
の
多
く
の
要
職
に
も
就
か
れ
、
日
本
ア
メ
リ
カ
学
会
の
会
長
も
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
学
内
外
・
国
内
外
に
わ
た
っ
て
重
要
な
職
務
を
こ
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
度
、
長
年
に
わ
た
る
こ
う
し
た
大
学
教
育
・
研
究
の
現
場
で
の
ご
尽
力
に
加
え
、
学
校
法
人
や
内
外
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
定
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
長
田
先
生
は
こ
う
し
た
お
仕
事
を
、
そ
の
形
を
変
え
て
さ
ら
に
続
け
て
い
か
れ
る
こ
と
と
推
察
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
中
仕
切
と
も
言
う
べ
き

時
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
私
た
ち
後
進
は
心
か
ら
の
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
思
い
を
表
わ
し
た
く
思
い
ま
す
。

長
田
先
生
に
対
し
、
学
校
法
人
立
命
館
は
、
名
誉
教
授
の
称
号
を
お
贈
り
し
、
そ
の
長
年
の
ご
貢
献
を
讃
え
ま
す
。
本
会
は
、
こ
こ
に
、
先
生
の
ご
功
績
と
学

恩
と
に
深
い
謝
意
を
表
し
、
こ
の
ご
定
年
記
念
の
論
集
を
編
ん
で
先
生
に
献
呈
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年
一
月

立
命
館
大
学
人
文
学
会
会
長

文
学
部
長
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